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実践の成果と課題 

東雲小中学校国語科では，小中９か年の学びを，第Ⅰ期前半（小学校１・２年生），第Ⅰ

期後半（小学校３・４年生），第Ⅱ期（小学校５・６年生・中学校１年生），第Ⅲ期（中学校

２・３年生）と捉えている。第Ⅲ期（中学校２・３年）の目標は， 

〇複数の登場人物における言動の解釈を踏まえ，物語の空白を補って自己表現するとと
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もに，それらを交流し合うことで自分の考えを広げ人間の在り方について自分の意見

をもつことができる。 

である。 

知識及び技能：言葉には，相手の行動を促す働きがあることに気付く。 

思考力，判断力，表現力等：複数の登場人物における言動の意味について考えて，内容を

解釈したことを踏まえ，物語の空白を補って自己表現する。自己表現したものを交流し

合うことで，自分の知識や経験と結び付け，自分の考えを広げたり深めたりして，人間，

社会，自然などについて，自分の意見をもつ。 

学びに向かう力，人間性等：言葉がもつ価値を認識するとともに，思いや考えを話すだ

けでなく書いて伝え合おうとする態度を養う。 

としている。 

Ⅲ期（中学校２年生）での本実践の 1 番の成果は，古典に対する苦手意識が減った点で

ある。10 月に実施したアンケートの結果を図１に挙げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

このアンケートの自由記述には，脚本の読み合わせでは，登場人物になりきって動作を

することで，より状況や登場人物の気持ちが分かったという意見が多くあった。また，10

月に学んだ漢詩の振り返りシートに，「漢詩は面白いと分かった。漢詩の中にも色彩表現が

あったり、対句があったりして平家物語みたいで面白かった。」というコメントがあった。

５月に学んだ平家物語と半年近く後に学んだ漢詩が繋がったこと，生徒自らが共通点を見

つけたことから，古典の表現について深い学びが生まれたことを感じた。 

身体性を伴った学びによって苦手意識を持つ生徒も能動的に学ばざるを得ない場をつく

り，他者と関わることでより深い学びが実現できると考える。今後の課題としては，脚本

のポートフォリオ評価，読み合わせのパフォーマンス評価をより簡単にできる評価基準の

設定がある。量的評価基準は観点を明示することができたが，質的評価基準は生徒が相互

評価をする時には「自分と比べて」という意識になり易いため，今後の改善が必要である。

この質的評価基準がより明らかになれば，他の教員がより実践し易くなる教授方法だと考

える。 

 

 

 

 

 

 

  当てはまる 
どちらかというと

当てはまる 

どちらかというと

当てはまらない 
当てはまらない 

1 年生の時 13 31.9 37.7 17.4 

「扇の的」の後 15.9 39.1 30.4 14.5 

「春はあけぼの」の後 21.7 44.9 26.1 7.2 

図 「古典は好きか」アンケート結果（％） 
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